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特別展 「村の信仰 いま問われる心の視点―」

かつて、私たちのくらしの中には様々な年中行事が

ありました。それらの行事には日々のなりわい (生業)

と結びついた願いの気持ちが込められていました。ま

た、人々の地域的なつながりのよりどころとして寺院

や神社が機能していました。道端の石仏や供養塔には

感謝や供養の気持ちが込められ、水く大切にされてき

ました。

市内には、先人が日常的な信仰心から造り、成した

ものが数多くあります も う 度 それらを見つめ、時

間に追われ、日常に埋もれながら、非日常的な,「件に

振り回されがちな 「いま|を考えてみようではありま

せんか。

真福寺山門

1 細 田山の庚申塔

3 須 賀神社拝殿
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特別展 「村の信仰」

｀ウ ″

4 双 盤鉦 (萩ノ尾薬師堂)
一寛政四年 (1792)

西村和泉守作―

Ψ

5 百 万遍の数珠 (萩ノ尾薬師堂)

6 木 像不動明王立像 (旧鍛冶ヶ谷戸大行院 ・小林茂氏蔵)
一 浄 誉 作 ―

7 諸 大事目録 (旧萩ノ尾常宝院 ・清水元治氏蔵)
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特別展 「村の信仰」

8  谷 ノ`イ山元,申ネ土
富 士 講

谷ツ富士講掛軸
(高橋正男氏蔵)

10 榛 名神社御礼
(野島弘久氏寄贈)
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112 後 l筆箱
(旧殿ヶ谷新開社 ・

福井清人氏蔵)

11 新 開社 「不動尊Jの 扁額 (旧殿ヶ谷新開社 ・

福井清人氏蔵)

特別展 「村の信仰」

V

ゼ

御札 (旧殿ヶ谷新開社 ・

福井清人氏蔵)
13 御 筆

(旧殿ヶ谷新開社 ・

福井清人氏蔵)
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や しきやま          じ んあた とって

資料紹介 屋 敷山遺跡出上の人面把手

村山美春 (市文化財保護審議会委員)

山田義高 (  当      館   )

1 は じめに

武蔵村山市内出1■の孝名な考[笠遺物といえば、まず

間違いなくこの人百把 「をその つ として挙げること

ができる 珍 しい隻限の人的ilL子であるため、何度か

写真によって紹介されており、以前より当館へも度々

「第 二′」VI校出十二の人面把手1の写真撮影依頼や↑十サ||

依頼の問い合わせがあった そ の都度、所蔵者の村山

〕を春氏を紹介し、氏も快くそれらの依頼に応じられて

いた た またま ‐昨年、東京都埋蔵文化財センターi

僻!の多摩の追跡展にこの人山計LFが 出展され、lltホ終

r後、 しばらく当館でJlからせていただいた そ げ)〕「、

オⅢ 十夫本氏に 1地元の武蔵村 11で、ぜひこの人由lu「

について報告しましょう |と 中し11ずたところ、約1

賛|]をいただいた rrL来、拷名な資料でありなが「,|||

11遺跡の所和Ⅲ
~る
11デWrlJ名、遺ll名が鉛結してお1)、

lll内でもあまり角ば,れてt、なかったこともあり、改い

てここに紹介するものである (|||lil l

V

写真 屋 敷山遺跡出上の人面把手 (縮尺約 1/3)

第 1図  屋 敷山遺跡出上の人面把手

▼
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人面把手の出土状況といっても、今から思えば何一

つ調査したり記録を取ったりしたわけではないので詳
さい

細に記すことはできないのが実情であるィ,た しか昭和

39年 頃から開始された 「村山町立第二小学校の校合

改築工事 |による旧木造校舎の取壊しと鉄筋3階建て

新築校合の第 1次工事によって、多くの縄文期遺物の

出上を見た. 工事開始とともに行なわれたIH校舎の取

壊しではほとんど遺跡には半たらず、鉄筋基礎のため

の表上除去により七器が出上したのである十ヽ

人面把 子は、最初、上とともに掘り出され、人面部

分がすぐにそれとわかる状態ではなく、やや大型の
! さ  、オ

上器片が拾えたというぐらいの感じであった!1上を除

と、ノ いて破片を裏返してみると、くっきりと人間が確認で

き、驚いたことを鮮明に覚えている。

多くの_L器片は後日水洗いをしたが、この人面把 ,

の破片だけは特別早めに洗ったものであった。肖然、

両眼、日、鼻の子し部より上は流れ落ちたが、特に■の

中に変わった様子は見られなかった,た ,長の 「XJ印

部分は、特別注意して観察した。なぜ左眼のみ、それ

も 「×J印 でつぶしてあるのか、それらのことについ

て調べたい意欲に駆られたことが強く頭に残っている。

出土状況が不明ということは、発掘調査によらない

ことが第
一の原因であるが、すでに出上した時点でエ

事施工者の手によって上塊が動かされた後であり、そ

の状況を確認できなかったことにもよる。強いて記す

ならば、場所は現在の校合の中央昇降日付近 (第2図

参照)、 地表から80～100センチメー トルの深さの所

で、他の多くの上器片に混じって出上した。後日、そ

の多くの L器片を1並べて、この人面把手とFH一個体と

なる土器があるか、また同種の把手があるかを楽しみ

に調べたが、それは徒労に終わった。

この種の人面1巴手は完形に復元可能なものもあるが、

多くは単独、単片で出土すると聞いたことがある も

し、この人面把子が完全な形に復元されるとしたら、

かなり大型の上器になるであろう。

3 人 面把手について ………………………………………………………………………
Ⅲ,う (う ' , 1た い 'スタせ大

この資料は中空の大型の把手部分である、内側に人  い る。内側は低く平らな隆帯と沈線で外周を描き、頭

面を配し、外側は盛り上がった立体的な装飾となって 頂部に円形の文様をつけ、その中央に穴を開けている。

0 人 面把手出上位置

第2図 人 面把手出上位置 (縮尺 1/2,500)

| 1寸山)

字
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人市‖1分をメぼ 株り11ずており、その中に限、卑、 i

を内せしている ん:限は 十xl口 1に捕き、隻限を表現し

ている '「に相1村1する部分には大きくえぐった 1文文

が'こr)れる タト側の装飾は、 li卜に11形の限銃状の枠

をつてり、中段ブI:側に モrl形の枠、イi側に代ll Lと‖怖泉

の /_様を掛く 帰 り |:かャ,た中央rf部には縦に|を出1末

フ)文様を配してt るヽ 令 休に平らな1株村|を用い、てい

ねいにつくらねている日j象を受ける な 存高155セ ン

■文―トトル、ブ、前嗣年もさ118セ ンチ メーートル、i支ブ(‖i

131セ ン■ メー トルで、31Jるいホ褐色をL〔!している

胎 Lに金どけと長石のlr rが||、1っ

|||IJ代,'し、十
｀
に出資料が不明であり、 li株企体の文ll

構成t)わからないθ)でり!llk!な‖1別比定は難しいが、ll j

去る6)1811に 市内中リセl r11におイiiまいのキf水た

治氏より風景口152点 の付贈をいただきました

活水氏はかつて絵HJをl liいたり、 レース柿みの十対案

を「掛1)、現れ引まド1像向を職来とする向水であり、教

育奏員会でも 十八Ftx村||の■がたり (1,Htti水縮| |

や 「武蔵村 |の汁rir r)(生活詰編)|な どのFⅢ行物で

さし絵をlllいていただきました

このに、村贈いただいた52点 の風景十rllは、ここ放

年で各地を向|り、ⅢⅢ象になった風■を描いたtJのだそ

うです!「 rl分の作「|:1には壇持があるが、今後、枚逸

してしまうことを思えば、碓史民俗資ll館で lr収 蔵

してもらいたいⅢJと 寄贈を中し出|られました

地lHkあるいは郷上の向家の描いた絵ド1の ‐打資料と

して☆主なものであるため、キ館では/1/く保存し、今

後の活月]を図りたいと思っています

イiの写真はその一部ですが、 itなタイトルを紹介す

ると次のとおりです、

怒野の常■   群 馬水Jl

聖高原     埼 i【川島村の荒川i手

赤城山     長 野安要野

日光杉並木   青 梅の公園

野尻湖     石 和の桃

才[日市の春   奥 入瀬

L高地

の先)レ「i11と比破すると、勝llK式中tHから後紫にかかる

‖ヤ!lllと考えら,■る

近角と、こうした人作iすじ子の取例は増え、古本・Jら塑

両氏により束「]本を対象に集成 ・分析作米が行なわれ

てt るヽ 1文後に、li放 け堂J lilll liの
H4f玄人に門:世「を取

t,1押すた既||1文献をダJ■しておく 十1 1 1 1 1 1 1

1  1 牧師げ句1  1 9 F 0

11再キ打イ1詫 lrli n l世「iャ十1州キ!|イド  | サJf li'1 - Ⅲ Ⅲ  ⅢヽII
:! 1打|「|||IⅢ l,F0
イ|,|!材1/3

' ⅢⅢリトにた 11)守 1
】竹i milt!「| ,l i  々 片いあ いみ 1打,6せ,

l Ⅲ Ⅲ掬!川!故【‖;‖|||“   1,,i
“峰1)11潮"|■th物,4

5 汁 1女it i 11,サJl lt,|
ムⅢ  I仲 |'IPlli t‖I ⅢlⅢⅢⅢ向勺"1化   Hl〔 ち古 十 ■ |

清水元治氏より風景画 52点 が寄贈される

群馬谷川岳の風景

相馬の風景
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